
京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
陸
水
學
的
研
究吉

田

敬

庁｝
「

緒

言

　
昭
和
十
九
年
も
眞
夏
と
な
ひ
増
穂
填
詞
増
大
す
る
頃
京
都
市
は
市

内
の
地
下
永
調
査
を
行
い
、
慶
井
戸
又
は
鋼
帯
中
止
中
の
井
戸
俊
…
藻

は
勿
論
、
斬
に
井
戸
を
開
馨
し
憲
急
の
鍬
策
を
講
ず
る
窮
と
な
り
．

そ
の
調
査
を
京
大
地
理
學
…
教
室
に
立
毛
し
て
來
た
。
よ
っ
て
同
年
十

月
か
ら
地
理
墨
・
專
攻
羅
生
の
手
に
よ
っ
て
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
献
恥

る
に
汐
時
種
力
の
悪
言
件
が
重
辛
し
．
豫
期
の
成
果
を
あ
げ
る
事
は

困
難
で
あ
っ
た
。
然
し
ょ
く
此
等
の
難
事
に
耐
え
翌
二
十
年
七
月
に

は
殆
ど
全
地
域
の
調
査
を
完
了
し
、
二
十
一
年
夏
に
補
正
的
な
調
査

　
　
　
　
京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
薩
水
墨
的
研
究
（
吉
闘
）

．
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
筆
者
が
整
理
し
、
京
都
市
地
下
水
調
査
滋
聞
を

市
役
所
に
提
出
す
る
事
が
出
來
た
。
調
査
方
二
等
に
つ
い
て
は
當
時

　
由
尿
ゐ
人
溜
墨
・
部
教
授
野
・
満
隆
一
治
…
氏
の
指
遡
｝
を
仰
ぎ
、
叉
・
文
思
川
部
小
牧
蜜

豆
教
授
及
び
同
地
理
墨
教
室
員
の
援
助
を
う
け
た
。
叢
に
感
謝
の
意

を
表
す
る
。

　
＋
工
叩
に
於
け
る
地
下
水
の
化
墨
・
的
鮒
調
査
は
明
治
二
十
｝
二
年
以
降
霞
｛

々
掴
胃
わ
れ
た
が
、
何
礼
鴇
も
化
學
賄
↓
試
験
が
主
ぞ
あ
っ
て
、
　
こ
の
種
の

調
査
は
今
回
が
始
め
て
の
よ
う
で
あ
る
。
調
査
に
際
し
て
選
定
し
た

井
一
戸
は
痢
巾
内
心
は
ゐ
人
㈱
灘
築
安
黒
地
湘
刮
の
粛
力
…
町
に
つ
き
［
、
　
一
瓢
圃
所
の

割
で
採
り
、
そ
の
外
廓
部
は
位
蟹
、
…
間
隔
を
考
慮
し
て
滴
雇
爾
に
選
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
五
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京
都
市
に
於
け
る
勉
下
水
の
三
水
學
的
研
究
（
吉
旺
）

し
測
定
し
だ
。
此
等
調
査
『
用
基
粗
樫
と
し
て
は
京
都
都
市
計
叢
三
千

分
之
「
職
を
利
用
し
た
。
・
又
調
査
は
井
深
と
水
深
の
二
つ
に
限
■
定
し

た
が
、
参
考
と
し
て
各
井
戸
の
季
移
に
よ
る
腹
水
の
寒
紅
の
歌
態
、

現
在
便
用
の
有
無
、
水
質
の
良
否
徽
何
に
つ
き
質
し
、
附
近
の
地
形

錦
質
倉
を
も
考
慮
し
て
調
査
し
冷
。
無
地
調
査
の
結
果
は
地
理
墨
教

箋
に
於
て
整
“
聾
し
、
各
種
勉
　
翻
及
　
野
晒
そ
の
他
を
作
製
し
た
。
献
川
し

職
・
時
・
甲
の
調
査
．
て
あ
っ
た
∵
か
ら
、
そ
の
曲
酒
田
ボ
に
つ
い
て
は
」
多
々
出
思
に

添
．
わ
由
な
い
鋤
…
…
が
靭
贈
め
ら
れ
粗
漏
の
瞭
融
は
祖
四
れ
な
い
、
て
あ
ら
う
。
｝
異
に

機
を
得
て
再
調
査
を
行
い
そ
の
完
難
を
期
し
た
い
念
願
．
て
あ
る
。

二．

ｲ
査
地
斑
の
自
然
．
壌
撹

　
索
地
下
永
調
査
地
学
は
、
｛
碧
罪
障
を
主
と
し
多
少
そ
の
盗
難
紘
部
に

も
及
ん
だ
が
、
何
れ
も
山
城
述
、
野
北
部
の
地
形
低
祁
、
晶
質
亦
箪
調

、
な
．
地
帯
で
あ
ろ
．
、
曲
形
は
北
に
高
く
南
に
傾
斜
し
（
北
部
上
賀
茂
方

面
で
八
＋
欺
米
、
御
感
附
近
ぞ
約
五
十
米
、
　
四
條
．
懸
り
が
三
＋
無

米
、
京
瀞
騨
附
近
で
二
十
七
、
八
米
、
東
寺
方
面
は
約
二
十
米
。
て
あ

る
が
、
中
部
以
爾
肺
て
は
更
に
山
麿
暫
桂
川
筋
に
も
麹
織
し
て
い
る
。
電

内
の
地
下
六
傾
斜
も
こ
の
蟻
形
傾
斜
に
蚕
く
一
致
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
鰻
六

　
川
は
東
に
鴨
川
㌻
西
に
桂
川
が
あ
り
、
そ
の
間
隔
合
川
、
紙
量
川

等
が
略
々
磁
北
に
併
流
し
て
い
る
が
、
本
調
査
地
鼠
の
勉
下
水
に
直

挺
至
大
な
閣
係
が
あ
る
の
は
鴨
川
で
あ
る
。
鴨
川
は
高
野
川
と
共
に

北
部
の
秩
父
古
生
庸
の
同
職
に
源
を
嚢
ず
る
が
、
そ
の
運
搬
せ
る
砂

山…

C
．
翼
富
田
、
心
拍
葉
山
π
、
砧
冨
膚
撫
響
の
砂
曄
ひ
ん
臨
侃
域
．
に
漁
湖
塾
し
、
，
市
・
門
U
堰

良
の
地
下
六
地
晶
響
を
出
現
せ
し
め
て
い
る
。
紙
屋
川
（
天
群
川
）
御

窒一

?
は
何
れ
も
小
常
磁
侃
に
寿
ぎ
な
b
が
、
そ
の
申
球
軸
部
以
下
は
訴
謂

天
井
川
を
形
配
し
、
下
流
は
六
百
”
分
の
｝
乃
至
千
二
百
μ
分
の
一
と
い

う
静
隙
傾
斜
．
て
あ
り
．
　
加
う
る
に
曲
流
を
糟
瓢
き
黒
瀬
簾
剛
顧
が
小
さ
、
い
捷
κ

め
に
、
洪
太
時
に
は
破
堤
と
逆
流
の
二
方
面
か
ら
、
》
、
の
災
鞍
は
極

め
て
大
．
て
あ
っ
九
。
近
・
隣
改
修
さ
れ
て
・
氷
髭
1
の
厄
翻
難
か
ら
発
か
れ
る

事
が
出
煮
た
が
、
流
域
は
大
部
分
粘
土
層
、
、
又
は
細
砂
質
粘
土
麿
か

ら
繋
り
、
地
下
水
位
認
め
て
高
く
、
地
下
水
霊
も
驚
く
水
質
亦
不
良

で
あ
る
。
堀
川
は
近
年
敗
修
さ
れ
だ
が
省
そ
の
島
流
部
、
特
に
五
條

附
近
は
そ
・
の
河
楼
嘗
獣
尉
鼎
∵
＼
洪
晶
八
時
に
は
排
六
…
不
転
民
と
な
り
穴
…
常
筒

の
輪
編
は
依
献
隔
と
し
て
蔑
っ
て
詣
る
。

　
京
都
盆
癩
は
一
め
断
嶽
澗
分
瓢
で
詔
○
つ
て
、
湖
盆
形
煎
の
當
鋳
諏
浦

み
ハ
た
る
湖
心
ハ
ノ
」
市
《
回
の
大
部
分
は
…
鮮
∵
ぐ
の
湖
｛
紙
向
て
あ
っ
た
。
後
バ
盆

（A6）



i

1．
謬
無
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
り
　
お

　
ぐ
憾
ギ
∴
「
，
ノ
、
，
気
．

　
翁
＼
べ
い
趣
ぐ
、
、
、
、
ぐ
諮
V
瀞
穿
下
」

端
懇
．
畷
謡
つ
／
ヒ
霧
ソ

　
　
　
τ

諺

燈
…
）
と
§
蕪

　
　
　
　
　
　
＼

　
ゴ
　
　
　
　
　
“
　

「「

u
　
　
　
唱
　
、
　
、

勢
ハ
認

　
　
　
獣

萎萎擬餐ミ
　　　　馳　石　　　　　　　　　　　　　、　㌔　　㌦　　　L　v　　色置　　 ＼　 、、
　、　、内　　〒ド　　、　 、、

@」

　　　N．一　．．　．　’ t．．・∫、、、へ「一τ一一”
　　　　幅h曹ゴ㌧　　

“ゴj
　　油　＼　　　 r・、　 ＼　　

急、＼ニへこ

蕨

；ピつ　　 一．鱒

ag　　＿乏

rroi・
　建申ご》一
　　　儲漏言r一

　！、鵯盟

謹馨馨
羅難婆
k聾・：シ，
　　ぬずへ　　ゴじじ
に二箔瓢削1試
鰭畷…ふ　l
l葦ミ＝1・＼

嚢ミミ
　　　　ロ　　　　にミY響き

　　

@　

_
縁

蓬
蓬
ゾ
隊
卜
＼

穐

　
　
　
　
　
執
　
・
・
こ

　
　
　
　
、
、

　
　
・
　

！
レ
浩
、
一
＼

　
　
　
　
リ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
’
隔
，
「
“
F
喉
＼
　
　
＼
、
、
、
＼

　
、
＼
　
・
ご
辱
げ
－
＼
　
　

，
、
、

A
　
矩
　

判
　
＼
「
　
　
　
、
ゼ
、

＼・

u
》
雪
蘇
ま
　
緊
踏

■
　
、
　
＼
、
　

、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、、

　
　
、

　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
、
K． tt

：」’　lt’

隔、＼で
1塙～
＼｝＼氏こ

XL．．

ご
ぐ
・

幽
潔
、

ド
＾
ゆ
4
、
昏

‘
丸
　
　
、
　
1
　
1

　
「
　
＼
　
・

　
　
キ

＼
、
、
二

　
　
、
内
．

　
『
、
、
⊃

ヤ
　
、

＼
＼
．
〉

　
、
蒐
、

＼．

_＼

＼
減
＼
ヒ
ヒ

ノ
臥
‘
～
、
．
、
、

、晒

癆
＼き

?
、
燃
、
ト
ー
．

こ
、
、
、
　
輌

※
、
N
斗
憤

あ

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

・
　
　
㌔
　
　
、
舜

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

・
べ
＼
沿
、
塾

　
　
＼
＼
V
｛
巨
、
＼
、

　
　
　
　
　
　
　
し

　
＼
へ
鎖
＼
＼
・

　
＼
．
＼
＼

＼
、
＼
瓜
、

　
　
慨

　
隊鼠Xv

’N・Lnvtsm一一L－L：

i樗這ロ＼べ

機隷顧＼＼黙
し級
レ　　　　　　　　　

へ

i・

☆＼》くぐ凝：
、斗さ奨ミ築三：ミさ＼π曽》t

＼「J＼へV黛・◎、＼＼＼aL
LL．一thH－ff－L“一・

京者葭市　f趣　形段訂第一澱

（g7）

糧
竜



t’

1　ttt　．

1　Y／1
］
　1／

昌．、

1！

Sx．

‘iil＼，、1艦　　　き．博＿．．
　ll，i，　sx　x　’／／．　xe　．　o　・L　．．

嬉∴へ．．・4≧
／ρ舗f毒
　　　　瓶ヌ
　　　　　　T－t　一　s）

　　’RF一　o

。墾a／　o’

　　　砥

　　＼＼くこミ

　．、、，　’…ジ
《．：｛をξ・

こ．・＼，．lo

．　　塁。へ

．＼＼ダ　置。
　、、1－oo，

壱、

　　　～。
．．・斜二

　　　　　嬉擬

　　　　　　　一＼一一a＿＝　＿＿：’．．　”…．　…’一

“c @ 。績ご…坤一・L一一・》よ一

陸．ぐ集蓬暴7

　　び

藤：緬1

弓i饗∵刷

’． �^＿ノ；．t’　一‘
～．、デ・・、liジ＋・．
ielXL’　．：’　it’fl一．．’　’　“　t　li

’，’t・　’X’　：！lftf，　t　一一

搭楓蕩ム、
1　itsl　ii　1　1　1　t｝；T　’，“：“‘’“sl／

1洗．録イぶ

燃
％
脳
⇒

eN　，．1

“．．鹸
　“㌧．．ニロニ菱鷺∫・ミ

好蕪蒸
1∵六黎鈴乙・・、

j〔cv D．ノ♂’濠：肇．．i（
．1．r．蕊．あ．ダ

　　；tハ1．幻ドlliゴ．
ol．cf．／　，．iel　X［’　．：’　it’fl一．．’　’

’oヱL蘇慧ご・∴＼薪
つ。

@く｝

　　o塔e，．’
@i．　．’　O　fV　’f”S’

　う観 ご．　’
窒＝　喚．t：

τ「も6”ゑ1．・

一一D：一r一’；ソ・とk（

鶉餌望
　　・〆の砿：蚤∵∴∵
　g’　・．　．’6，　IL・iig一　1；・．　，．　（

…露塵慕廓

・
墨
隈
齢
二
男
帽
塘

・
　
　
　
　
　
　
　
轟

　
ほ
　
　
コ
　
す
れ
　
ド
の
　
　
　
　
　
き
　
ミ
ミ
　
　
　
　
　
　
ミ
ド
ナ

セ
　
ロ
　
じ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
モ
ニ
ノ
　
ヘ
ヒ
　
も
り
ぞ
ミ
モ
　

無
町
．
鋳
㌔
、
∵
醒
．
．
．

㌦
．
渉
之
　
費
惣
．
・
・
．
！
．
「

。6
闕
ｰ
　
輔
．
”
∵
襟
Ψ
、
．

κ
親
煙
。
㌧
猷
、
物

渓ぐ蒋：．

’．

k
哨
詣
沃
メ

ヒ
の
へ

弘
噺
．
梅
－
’
・
．
．

　
　
　
　
　
　
＼

Tt・

露

遠
畜

＾凱

D
　
」
o
．
．
o
．
o

　
む
コ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
り

　
　
…
．
　
．
．
…
．
b
－
U
．
一
．
F
～
誌
「
．

コ
匙
認
知

τ
了
。
。
。
。

馬
：
ー
ン
，
「
回
転
ジ
ね

u
δ
．
備
〃
．

’o　一

　　　o・　’，

流／．

∵。左
畷．．σ．、・

1te．一1．，．．一ga．

’〆路漆」9
㌧き．・．1・
〆’璃．・．

「学田遍㍉

　　「　　　二

．
扇
馨
磁
特
旨
Y
蜜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婬
置
轍

　
　
　
　
　
　
臆

饗
惣
｛
窮
響
零
…
締
糊
毒
婦
釜
詫
…
」
婁
箆

　
　
圏
蜜
聖
m
」
葱
匿
膨
　
射
磁
．
甥

飛
蕨
隷
繋
ゼ
薗
・
逡
　
λ
了
駐
鍛

佳
懇
繋
洋
V
・
・
一
・
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
曹

　f
一’
Ive　’L　um　一一　m．　一　．VUI¢

一　1一　一・・一．　一　mm　．．　．　．mm　b．：，，

フ！ww～…………宵
みπ一．朋一二ざ＼一プ／、

ガ．表罫読：：
　　．itk　’．’．’．．　’｛　e　／！．’o　t）／’／：；

　・　　’　　　　感　　o畠ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
キ

　
ノ
ヘ

コ
ナ
、
▽

∵
“
＼
、
、
q

張
∴
ド
．

づ
・
，
謬
、
一

二
　
＝

ヤ
…

二　

O．・ゴ
　
…

　
　
　
一
　
　
　
　
r

：・読響説1。濡

@「』「＼『、、巾へ己；『耐　一

7繍㌔ぎ粛
こ・∫∵1駿i日冒。。
　’ C：i・　’“i．R　lll’　o　o　t／i

“　O　O　O　”’，1　．，

ヒ、．

ｹ㍉

｢

　
　
　
　
　
　
　
も

一
」
F
爽
、

〆
．．
目
鼻

蓼
罫
陰

　
　
　
　
解
婬
．
寡
3
「
．
酌
…

・
∴
愚
唖
囑
∵

い
　
、
‘
・
P
．
＼

　
、
、
・
、
、

　
、
・
・
ー
ベ
．
．
、

一　 亨I　oひ。
＿垂…廟

諜％｝
琴
駅
．

☆㍉ざr覇灘

震蓬二挫＿．

鑑塞謹華尋
激∵二：遣一六｝回舟珊……葬1認
　　　　　　　　　　　一＿．．＿＿t＿＿叩て；　tt
　　　　　　　　　　　　　　卜、　べ．

症
．
も

．
〆
β
2
．
」

　
　
ケ

．
％
．
一

評…

E

．
…
．
．
ノ
漁
陣

闘病三≡ヨ
t…

ｷ…一一
．四螂．漁
…ρ／16ノ

Il一に∫5お支潮
　　　　　　　　幽納　 ’　　　　隔　．．噛．r．　tr　 ＿　 ．．｝一　　A　　 、　　 廻　　　　　　　　　ハノ　　　　　　　 リ

1ぞゴ謡講ぎ藁

．些念炎藝

型
眞
巨
．

　
　
“

．
、
．
＼

　
　
し
き

．
欲
き
｝
，
砿

．
幽
．
～

e・K
：　／’O・
．

t一　．S」

6、解

oe．

　
　
り

碧
い
β
へO

　
　
・

．．¢

~
O
一

〇
　
　
〇

τ
、
瞬
渇
望
斐
　
華

華
腔

ヨ
ヒ
、
、
国
＼
㌦
い
，

誉
“
凝

　
　
　
　
、
．
　
、

亡．
．
秘

　
，
ノ
O

　
　
　
．
ρ

0
「
r
．
O
噛
．
　
P
’

σ
，
∴
　
．

塑
．
ぢ

．
！
し
．

、癒．
裂
馳

・
澄
．

穿

’t　’“

v＝；一一us
・
勘
％
へ
遜
畦
派 弓
鋸
．
一

　
蕗
9
響
鼠
㌦
．

　
－
型
一
．
卍
一
、

i
’

r，　vet．・wwCrm　nv4　r　一　“lnyh．”m．

t／
L－Msl一

　
　
一
可、や
い
、
、
目

ノ
（
ヘ
ノ
．
め
ダ
｛
ζ
V
．
，
、

　
　
．
・
、
．
、
、
．
進
．
．
、
箱
薮
・

　
し
．
、
・
、
　
．
、
．
・
㌦
＼
　
、
　
、
『
　
吃

く．
　
．
「
O
．
．

　
誓
．
」
．
，
♂

　
O
・
0
9

　
畠
．
．
．
、

ぐ「．

A
焦
．
囹

歪≡琴ノ擁

謄
．
一

八饒

東
壽
　

「丁

竄P闘窪
：
ぺ
　　i’　xl：’eNill，

ttt．．iYlli（，ki！1．，，X・．￥・一一

－．tn一 D屯瓜野

ドツ．，旗＝鰯
鮨
鐙

躍≒＝臼

　
　
、
閲
…

…
＝
面
『
「
｛
霞
＝
田

　　

@レ
　　

簿
）lj　9／

tt 煤|

04
ts

N

．
封

壽庭
　　・＼．烈ご二

一i””
　1＿＿

　1
ズ　　ヨ

蓼本篇……二

函
π
鎌
、

聯
．
概
錫
臼
㍗

．
藝
懸 o

blZ6　．．9，　t　・．・；’i’

’
K
　　x．
ゆ尾▼　、．

＼副い

　　e　 p

　　　　　　f　」eゆ

駐ヨ圭
．騨》一＝
．…削 ･nv一．「．㍑繭．

．tt… s．．一ガ…／

　　　　　　　’i．　’@1　tMnv一．寒．監

i
’

rww．

ゲ
t”
蓬・
・t

瀞

t／s－

1

涙
／il

o

荘
馬

　
O

　
噺

　
　
覧 　

　
「
。
一
．G
己
跳こ

蔑
凝
瓦
擁

　
o
　
　
。

　
　
。
．

σ，

ﾋ
＼

・
湊
、

ll　“　’c
iV　i’i．　．

d　
e

o

a

儀
　暁

tJ

一

第二！　京都市地質圃

（　“．s　）



地
の
永
は
大
阪
灘
方
面
に
流
下
し
、
山
城
諸
軍
の
放
出
し
た
土
砂
堆

積
に
よ
っ
て
現
在
の
山
城
亭
野
が
出
現
し
た
。
凡
そ
流
永
の
作
用
に

よ
る
土
砂
一
堰
離
似
の
歌
点
心
を
考
広
黙
す
る
に
、
そ
の
山
爪
櫛
が
無
い
時
に
は

礫
を
、
弱
勢
と
な
る
に
從
っ
て
砂
、
粘
土
と
順
次
沈
積
す
る
。
そ
れ

が
湖
沼
の
中
に
沈
積
す
る
時
に
は
流
水
の
蓮
慶
、
蓮
搬
作
用
共
に
減

少
す
る
か
ら
、
細
砂
や
粘
土
を
主
と
し
て
堆
積
す
ろ
。
湖
盆
の
永
が

減
退
ナ
れ
ば
｝
孤
田
偏
の
如
何
に
よ
っ
て
再
び
土
砂
を
堆
積
｛
，
二
b
。
堀
川

鴨
川
闘
四
の
砂
礫
勝
胴
地
弛
働
の
湖
濯
質
粘
土
膚
は
地
下
深
く
二
暦
あ
り
、

そ
の
上
暦
に
砂
礫
騒
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
滋
養
の
叢
記
活
魚
時
代
が
、

・
あ
b
・
、
減
六
一
穴
一
は
專
ら
砂
礫
の
堆
轄
｛
が
鯉
π
わ
れ
塙
た
纂
が
明
か
ぞ
あ

る
。
そ
の
南
⊥
万
又
は
四
山
ガ
の
低
地
帯
は
湖
脚
の
性
の
　
灰
色
粘
土
贋
が
、
皐

越
す
る
か
ら
、
こ
の
方
面
は
湖
沼
状
態
が
永
碧
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
鴨
川
左
岸
（
高
野
川
を
含
む
）
は
殆
ん
ど
花
嵐
岩
心
の
堆
積
地
帯
・

ぞ
打
込
ポ
ン
プ
は
困
難
．
て
あ
り
、
堀
井
戸
も
井
壁
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト

そ
の
他
を
以
て
防
砂
工
鷺
横
を
冷
施
さ
ね
ば
多
く
削
回
戸
は
口
添
壌
す
る
。
又

鴨
川
右
岸
の
秩
父
古
生
層
の
霧
織
物
の
中
に
も
花
輪
岩
の
細
砂
を
含

む
地
幣
が
あ
り
、
此
花
露
岩
砂
の
分
布
に
よ
っ
て
懸
去
の
高
野
川
の

　
　
　
　
京
都
蜜
に
於
け
る
地
下
水
の
態
水
簗
的
研
究
（
書
賠
）

流
路
を
推
定
す
る
…
畢
が
情
事
る
。
即
ち
高
野
川
は
「
時
出
町
僑
附
近

か
ら
南
酋
に
向
っ
て
流
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
花
陶
岡
岩

の
分
布
が
高
野
川
、
白
川
上
流
に
限
．
ら
れ
て
朗
う
か
ら
で
あ
る
。

　
鴨
川
、
千
本
通
り
間
ぽ
砂
礫
叉
は
粘
土
の
互
層
地
帯
・
で
水
量
豊

富
、
永
質
亦
溝
澄
で
あ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
西
方
は
粘
土
質
卓
越
し
地

下
永
不
良
と
な
る
。
か
く
鴨
川
右
岸
山
伝
は
東
方
か
ら
漸
次
添
方
に

至
る
に
似
蟹
っ
て
、
地
下
ふ
爪
不
良
の
許
宏
を
濡
す
所
「
以
は
’
盆
く
地
榊
貸
の
稲

違
に
起
周
す
る
現
象
で
あ
る
。
曾
て
斬
．
京
阪
電
鐵
工
事
の
際
行
わ
れ

た
｛
耶
の
潜
血
く
部
を
宙
公
四
に
…
横
隊
…
す
る
鯨
質
置
断
剛
劇
を
兄
る
に
、
宙
小
方

鴨
川
筋
は
砂
利
層
最
も
厚
く
地
下
約
二
十
尺
に
し
て
粘
土
屠
が
現
わ

れ
る
が
、
千
本
通
り
以
…
四
に
至
れ
ば
砂
利
磨
は
殆
ん
ど
潜
滅
し
、
專
ら

粘
土
層
と
な
る
。
砂
利
層
埴
積
の
厚
薄
並
に
そ
の
分
布
は
鴨
川
、
高

野
川
等
の
土
砂
堆
積
糧
慶
の
如
何
に
起
因
す
る
も
の
で
、
こ
の
砂
利

層
中
の
あ
る
も
の
が
京
都
地
下
水
の
温
床
で
あ
っ
て
、
良
氷
地
帯
は

一三

闊齣

w
目
A
濯
布
と
陰
々
…
識
以
す
る
。

　
千
本
漏
り
以
演
の
粘
よ
鷺
地
帯
に
は
鴨
川
等
の
よ
う
な
土
砂
雌
積

の
盛
な
河
川
が
な
語
か
ら
、
湖
沼
…
難
積
物
た
る
粘
土
贋
が
卓
越
し
不

良
水
地
帯
を
出
現
し
て
い
る
。
然
し
粘
土
質
蛾
帯
に
も
局
部
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

（ag）



　
　
　
京
都
市
に
於
げ
る
地
下
水
の
薩
水
繰
的
研
究
（
宙
闘
）

，
砂
利
麟
が
見
ら
れ
る
。
二
條
騨
西
方
の
月
光
町
附
近
．
西
七
條
｝
帯

　
匿
留
県
、
　
｛
夙
山
守
附
細
則
捨
守
は
り
て
の
例
ノ
」
あ
り
、
　
ヲ
ぴ
試
巌
帯
川
帥
肋
に
・
b
、
院
～
み
〔

砂
利
贋
が
あ
っ
て
良
永
が
湧
出
し
て
い
ろ
。

　
　
　
　
三
　
京
都
市
の
地
下
水

申
調
査
に
於
け
ろ
市
内
敵
下
木
の
金
貌
を
詳
述
す
る
毎
は
、
紙
面

の
都
！
骨
上
函
韓
筑
て
あ
る
が
ら
、
　
二
一
二
の
調
査
婁
項
に
つ
い
て
蓮
べ
、

轄
論
に
於
て
搬
幽
幽
が
・
二
丈
上
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
集
ナ
る

事
と
し
た
。

　
　
　
．
㎜
地
下
水
位

　
（

　
驚
下
水
位
の
高
さ
は
姓
形
傾
斜
に
患
い
略
々
…
浸
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
｝
目
瞭
然
た
ら
し
む
る
爲
に
地
下
水
位
等
高
線
を
以
て
現
わ

ナ
。
雛
下
水
位
醜
芝
麟
線
と
は
、
同
「
鮎
下
水
に
の
鮎
を
導
ね
た
線
で

あ
る
。
こ
れ
が
作
業
に
は
地
ト
T
へ
り
リ
評
・
水
薇
【
ま
．
て
の
實
測
距
儒
腸
を
測
定

し
、
笏
⇒
て
の
地
鮎
’
の
置
鱒
の
繭
尚
さ
よ
り
こ
の
脚
賞
測
葡
ポ
乞
」
誠
じ
た
数
を
冨
卯

申
固
す
る
。
煽
個
．
々
の
井
舟
ノ
の
蔵
膿
の
古
圃
さ
は
詣
ハ
轍
丁
測
n
寛
に
よ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
姻
難
噛
て
あ
る
か
ら
之
に
代
る
に
一
曲
禺
分
の
一
京
都
繭
巾
土
木
　
漏
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五
〇

　
實
測
の
六
牽
題
…
闘
隔
…
の
等
湘
尚

　
緯
…
凋
…
を
以
て
繭
r
て
た
。
そ
の

　
他
£
鐘
漉
．
嫡
麗
．
市
計
喪
…
二
千

　
令
㌔
の
｝
欝
の
藷
ハ
漁
測
一
骨
　
億
…
　
、

　
又
け
．
闇
澗
銅
の
敏
慧
画
線
か
為
り
、
．

　
各
乃
尊
置
戸
敵
影
の
山
尚
敦
ご
征
算

　
出
し
、
晶
型
置
の
漏
汁
水
…
面
・
頴
。
て

層

滋
の
霜
野
整
竿
六
位

野
羨
容
、
之
藁
上
妊

　
々
記
無
軟
冗
し
弘
κ
。
そ
の
鑑
り
詣
八
仙
瓢

眉
鮎
を
瀕
結
し
た
の
が
湘
下
永

籏
淵
等
富
線
卿
、
て
あ
る
r
太
岡
は

（　50　）



要
な
る
資
料
と
な
る
。
地
下
水
位
等
高
線
圖
を
通
じ
て
見
た
る
市
内

各
地
域
の
地
下
水
卿
分
｛
僧
状
能
心
は
大
亜
ハ
左
の
通
り
ノ
」
あ
る
。

1
　
下
鴨
三
角
地
帯

　
鴨
川
、
由
尚
…
野
川
爾
…
川
の
闇
四
に
挾
ま
れ
「
た
下
戸
暢
田
鶴
は
、
地
下
山
爪
の

｝
心
意
を
な
す
も
の
．
て
、
η
て
の
地
下
水
は
、
面
松
グ
崎
、
上
賀
競
戊
一
帯

の
山
地
の
雨
山
八
や
、
一
子
角
地
轡
屋
の
温
々
・
甲
央
を
甫
に
流
れ
田
る
泉
川
そ

の
他
疏
永
紳
労
か
ら
の
浮
【
透
・
氷
に
よ
っ
て
酒
田
漉
せ
ら
れ
、
富
…
下
し
て
高

野
川
、
鴨
川
え
浸
出
す
る
。
そ
の
主
流
を
な
す
も
の
ぽ
泉
川
で
、
そ

の
地
下
轟
ハ
が
地
隠
＝
沸
常
に
浸
透
し
、
＋
帯
地
麗
地
下
譜
八
の
根
源
を
形
．
域

し
て
い
る
。
而
し
て
泉
川
に
震
う
巾
央
部
の
・
韓
流
の
若
干
は
高
…
野
川

に
も
滲
出
す
る
が
、
そ
の
中
央
主
流
は
出
町
橋
附
近
の
泉
川
出
降
附

近
に
於
い
て
滲
出
す
る
。
樹
鴨
川
左
岸
地
点
は
上
賀
茂
か
ら
下
鴨
に

璽
る
蕎
來
よ
り
の
用
水
路
に
沿
う
て
そ
の
主
流
は
流
れ
、
甫
甫
東
し

て
泉
川
主
流
に
滲
出
し
て
い
る
。
そ
の
間
地
下
水
曲
線
は
谷
朕
を
な

し
、
地
下
水
の
主
軸
は
そ
の
雲
影
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
部
分
は
地
下

水
最
も
豊
富
で
あ
る
。
・
腸
管
に
於
け
る
聚
落
工
場
等
の
立
地
上
注
意

す
べ
き
鮎
ぞ
あ
る
。

　
　
　
　
察
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
陸
水
畢
的
研
究
（
吉
閏
）

2

鴨
川
高
野
川
左
岸
地
帯

　
本
地
帯
の
地
下
晶
八
は
大
罷
山
泉
山
丘
陵
の
雨
水
及
び
疏
…
山
八
の
滲
透
水

に
よ
つ
て
酒
養
せ
ら
れ
、
主
と
し
て
西
流
し
、
時
に
南
酉
流
し
て
鴨

川
、
高
野
川
の
河
童
に
入
り
河
水
濾
養
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
吉
田
山
を
中
心
と
す
る
｝
廓
は
、
今
回
の
調
査
地
面
の
中
最
も
複

難
性
が
認
め
ら
れ
る
◎
即
ち
吉
田
山
に
降
っ
た
雨
水
は
四
方
に
流
れ

そ
の
滲
透
永
も
亦
四
方
に
放
流
し
、
　
一
の
水
位
極
大
部
を
形
成
し
て

い
る
。
吉
田
山
の
西
方
．
に
於
い
て
は
一
つ
の
地
下
水
の
峰
と
二
つ
の

谷
と
が
あ
り
、
併
行
し
て
略
法
東
西
に
並
び
、
何
れ
も
西
方
鴨
川
筋

に
滲
出
し
て
い
る
。
吉
田
山
の
東
方
白
川
筋
は
・
四
川
や
一
口
田
山
及
び

東
山
の
滲
透
六
…
を
源
泉
と
し
て
い
る
。
浮
土
寺
方
面
に
湧
出
穴
を
見

る
の
は
吉
田
山
の
山
麓
叉
は
白
川
平
調
地
の
末
端
に
位
す
る
た
め
。
て

あ
ら
う
。
そ
の
主
流
は
白
川
筋
に
向
っ
て
滲
出
し
て
い
る
。
鹿
ケ
谷

方
面
の
地
下
水
は
東
山
の
雨
氷
及
び
白
川
の
滲
透
水
ぞ
あ
り
．
白
川

筋
は
本
地
匿
に
於
い
て
最
大
の
地
下
水
の
谷
を
形
成
し
、
そ
の
険
敏

線
は
黒
々
白
川
の
流
路
と
一
致
し
て
い
る
。
「

　
三
條
以
南
は
何
れ
も
東
山
丘
陵
の
雨
水
及
び
諸
漢
流
の
滲
透
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
一

（5ユ）



　
　
　
　
京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
陸
水
撫
的
研
究
八
舟
困
）

以
て
溺
養
せ
ら
れ
て
い
る
。
建
仁
寺
附
近
や
五
條
至
り
附
辺
に
は
．

小
極
極
な
地
下
水
位
極
小
部
が
あ
り
、
四
方
か
ら
面
忘
す
る
形
跡
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

見
ら
れ
る
G
か
か
る
価
川
向
は
七
條
通
り
以
南
の
｛
泉
山
丘
陸
偽
の
山
　
鹿
瑠

帯
に
於
い
て
も
見
ら
れ
る
現
象
と
患
わ
れ
る
が
、
　
こ
の
方
面
の
調
査

が
不
十
分
な
た
め
、
そ
の
眞
相
は
明
か
で
な
い
。
建
仁
寺
に
於
い
て

は
曾
て
繋
井
に
よ
つ
て
地
上
十
二
尺
ま
で
も
噴
水
し
た
と
い
う
し
、

又
阿
禰
陀
ケ
峰
の
山
麓
に
鐵
言
泉
が
噴
出
す
る
の
も
、
　
こ
の
方
聞
に

於
け
る
地
下
水
の
歌
誌
を
推
知
す
る
の
一
資
料
ぞ
あ
る
。

3

今
出
川
通
り
以
北
地
帯
（
藤
賀
茂
、
紫
竹
方
面
）

　
本
地
帯
は
大
器
…
地
形
傾
斜
に
騒
偉
し
て
地
下
水
面
も
亦
傾
斜
し
、

何
れ
も
南
流
又
は
南
東
流
し
て
い
る
。
鴨
川
筋
に
於
い
て
は
上
流
上

賀
茂
附
近
は
鴨
川
の
滲
透
水
が
域
内
に
浸
入
し
て
い
る
が
、
植
物
園

の
封
山
戸
よ
り
出
盟
調
路
轟
粗
目
…
近
に
至
る
…
間
は
W
遡
に
鴨
川
に
滲
出
す
る
。

こ
れ
よ
り
下
流
出
町
橋
附
近
ま
で
は
鴫
門
川
の
滲
聯
泡
永
が
》
、
の
し
石
　
庫
地

帯
に
入
り
、
域
内
地
下
水
を
供
給
し
て
い
る
。
即
ち
上
賀
茂
、
出
町

橋
間
の
右
二
ヶ
所
の
域
内
落
入
地
下
水
は
、
堀
川
以
東
の
京
都
．
市
申

毒
茸
剰
一
地
帯
に
於
管
げ
る
鳳
取
も
重
｛
要
“
な
る
直
下
菰
幹
線
に
轡
曲
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

で
、
弊
欝
干
瓢
京
左
京
の
｛
尚
燥
地
帯
の
両
民
晶
A
は
、
ゐ
へ
部
分
を
こ
の
鴨
川

堤
の
二
ヶ
所
よ
り
滲
流
し
て
來
た
も
の
ぞ
あ
る
。
鴨
川
は
出
町
橋
上

流
附
近
で
過
去
に
於
い
て
度
々
流
量
を
極
度
に
減
少
し
た
の
は
恐
ら

く
、
こ
の
附
近
か
ら
伏
流
と
な
っ
て
市
内
に
滲
流
し
て
い
た
た
め
で

あ
ら
う
。

　
上
賀
黄
附
近
か
ら
滲
透
し
た
鴨
川
地
下
水
の
一
部
は
紮
竹
東
方
を

落
下
し
、
後
南
東
に
方
向
を
薫
じ
て
い
る
。
又
出
雲
路
橋
附
近
か
ら

出
町
二
言
迄
の
間
に
於
け
る
鴨
川
の
滲
透
水
は
．
　
一
時
川
に
添
う
て

南
下
し
、
　
一
部
分
は
京
都
府
立
轡
大
附
近
ま
で
の
間
で
鴨
川
に
．
滲
禺

し
、
二
水
を
潤
養
し
て
W
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
御
所
方
面
に
向
っ

て
流
下
し
て
い
る
。

4

鳥
丸
通
り
以
東
鴨
川
間
（
今
出
川
通
り
以
南
）

　
本
地
匝
は
京
椰
市
の
中
央
に
位
し
、
地
下
氷
量
も
豊
富
に
し
て
且

つ
清
澄
な
る
地
帯
ノ
」
あ
る
。
鴨
川
筋
の
出
町
橋
附
近
か
ら
潜
入
し
た

も
の
は
、
銑
遽
の
透
り
｝
部
．
分
は
再
び
鵬
川
に
放
出
す
る
が
、
大
部

分
は
御
所
方
面
に
向
い
北
方
紫
竹
方
面
か
ら
甫
下
し
た
も
の
と
合
流

し
更
に
甫
方
へ
流
下
す
る
。
御
璽
附
近
は
最
も
地
下
水
が
豊
富
な
地

（　or2　）
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京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
醗
水
學
的
研
究
（
密
田
）

帯
ぞ
理
払
鋼
附
に
は
こ
の
山
万
薗
に
｝
湧
六
…
を
兇
る
べ
き
所
ぞ
あ
る
。

　
御
所
以
南
ぞ
は
定
々
南
東
流
と
な
り
、
二
條
、
三
條
附
近
に
て
は

鴨
川
に
畑
鰯
轡
田
量
’
の
放
出
を
一
事
る
。
蛸
腋
鷹
購
気
運
り
以
繭
嗣
川
園
に
四
悠
陣
涌
一
b
’

以
南
に
於
い
て
は
鴨
川
の
河
道
が
粗
々
西
方
に
突
出
し
て
い
る
關
係

上
、
再
び
鴨
川
か
ら
地
下
永
を
仰
ぎ
、
そ
の
流
向
は
南
西
流
で
あ
る

が
、
七
三
以
南
の
東
牟
部
そ
ば
殆
ん
ど
西
流
し
、
鴨
川
の
河
道
か
ら

直
角
に
滲
漏
し
て
挙
る
も
の
玉
如
く
で
あ
る
。
但
し
そ
の
西
牟
部
は

‘
南
流
、
時
に
甫
⑳
流
ぞ
あ
る
。
　
　
，

5

今
出
川
通
リ
以
南
烏
丸
通
リ
以
西
地
帯

．
・
本
地
幣
の
地
下
水
も
大
鷲
地
形
傾
船
出
に
騒
っ
て
南
叢
力
に
緩
斜
し
．

二
悠
訟
遡
り
以
北
に
於
い
て
は
南
東
流
乃
至
南
流
で
あ
る
。
訟
更
に
三
條

以
南
に
於
い
て
は
、
稽
々
そ
の
方
向
を
攣
じ
．
て
南
酋
流
と
な
っ
て
い

る
。
而
し
て
そ
の
水
源
は
鴨
川
叉
は
北
山
方
面
か
ら
の
滲
透
水
ぞ
あ

る
。
こ
こ
に
最
も
塗
異
を
示
す
も
の
は
堀
川
筋
の
地
下
水
、
及
び
そ

の
東
方
の
西
洞
院
川
筋
の
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
地
下
水
位
の
谷
が

舌
状
を
示
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
二
條
城
以
北
ぞ
は
一
脈
ぞ
あ
る
が

以
濡
雪
に
於
い
て
は
こ
舐
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
谷
．
筋
は
艦
局
地
下
・
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

の
牧
鰍
線
ぞ
あ
っ
て
、
雨
側
か
ら
地
下
永
が
こ
の
線
上
に
向
っ
て
集

流
す
る
所
ぞ
あ
る
。
こ
れ
は
地
形
上
に
つ
い
て
も
同
様
な
事
柄
が
見

ら
れ
る
が
愚
者
は
必
ず
し
も
、
一
致
し
な
い
黙
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
或

は
こ
の
方
面
は
往
時
洪
ガ
の
川
敷
に
な
っ
た
纂
の
痴
る
地
帯
で
、
地

下
水
が
よ
く
流
れ
易
い
砂
利
暦
等
が
帯
釈
に
存
在
す
る
も
の
の
如
く

想
像
せ
ら
れ
る
。

　
堀
川
は
常
に
恒
心
の
流
量
を
維
持
す
る
黙
よ
り
見
て
、
そ
の
地
下

水
が
滲
透
し
て
附
近
一
帯
に
地
下
水
を
供
給
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
故
に
そ
こ
に
地
下
水
嶺
線
を
出
現
す
る
も
の
と
豫
想
さ
れ

て
い
た
。
然
る
に
一
個
の
地
下
水
調
査
の
結
果
、
反
っ
て
地
下
永
谷

線
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
堀
川
の
滲
透
水
は
附
近
の
地
下
に
浸
平
し
て

い
な
い
事
が
明
か
に
立
幸
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
本
地
下
調
調
査
に
於

け
る
最
も
意
外
な
国
見
．
て
あ
っ
た
。
古
※
堀
川
沿
岸
は
染
色
業
の
中

心
地
帯
ぞ
あ
る
か
ら
、
．
そ
め
河
水
は
濃
慶
の
高
い
有
機
質
等
を
多
量

に
含
有
し
て
い
る
。
從
っ
て
》
、
の
地
下
水
の
滲
透
に
よ
る
附
近
の
井

一
戸
山
爪
は
ん
人
都
．
バ
分
｝
小
｛
民
隔
て
あ
る
と
い
う
覆
即
※
の
見
凧
解
は
根
抵
よ
り
寵
後
え

る
結
果
と
な
っ
た
。
然
ら
ば
蕾
來
か
ら
言
わ
れ
た
堀
肌
筋
の
地
下
水

不
良
の
原
因
億
佃
か
。
こ
れ
は
既
に
壕
オ
常
雄
氏
に
よ
っ
て
指
摘
せ

（5d）



ら
れ
た
よ
う
に
、
太
市
永
道
敷
設
前
轍
堀
川
筋
㎜
帯
に
最
も
多
く
分

布
し
た
「
吸
込
」
と
い
う
汚
物
放
棄
の
吸
込
穴
の
存
在
に
起
面
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
吸
込
」
を
撤
去
し
た
硯
在
に
撃
て
は
市
内

に
て
も
山
盛
質
良
好
地
匹
田
と
な
っ
て
い
る
事
は
、
其
後
行
わ
れ
た
京
都

生
活
科
學
研
究
所
の
水
質
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

堀
川
筋
に
は
古
來
良
水
湧
出
地
幣
が
あ
っ
た
事
は
、
聯
泉
苑
の
池
沼

や
、
憎
果
に
山
用
轟
力
｝
四
七
條
電
力
面
の
一
言
山
岡
地
帯
の
中
蓋
在
に
よ
っ
て
も
略
々

明
か
で
あ
る
。

　
紙
屋
川
筋
も
上
流
は
堀
川
筋
に
類
似
し
、
地
下
永
位
は
舌
朕
谷
の

歌
態
を
現
わ
す
が
、
中
流
以
下
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
舌
歌
序
は
湘
…

失
し
て
見
ら
れ
な
い
。
即
ち
上
流
の
谷
線
褒
達
部
に
於
て
は
地
下
水

に
川
の
爾
側
か
ら
滲
出
し
河
川
を
溺
養
し
て
い
ろ
事
は
堀
川
の
場
合

と
同
じ
ぞ
あ
る
。
然
る
に
得
道
山
陰
線
甲
州
ぞ
は
、
そ
の
阿
床
は
爾

岸
の
耕
地
面
よ
り
も
数
尺
乃
至
四
竃
尺
も
高
く
、
土
砂
堆
積
し
て
所

謂
天
井
川
を
形
成
し
、
論
点
は
殆
ど
永
無
川
ぞ
あ
っ
た
。
但
し
川
の

爾
岸
に
は
湧
水
が
見
ら
れ
、
天
井
川
特
有
の
景
槻
を
呈
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
二
井
戸
の
深
さ

　
　
（

京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
陸
水
攣
的
研
究
（
吉
留
）

　
井
一
戸
の
傑
さ
は
各
地
境
に
よ
っ
て
乱
へ
い
に
異
る
。
孤
影
謄
…
西
隙
　
蔓
地

か
ら
柾
葺
寺
、
御
所
方
面
に
亘
る
深
井
地
帯
と
市
の
西
部
か
ら
南
西

部
に
綾
く
淺
井
地
帯
と
に
分
か
れ
る
。
右
相
違
は
全
く
地
形
、
地
質

に
關
係
す
る
も
の
ぞ
あ
る
。
各
地
置
別
に
そ
の
概
要
を
読
明
す
る
。

井
戸
の
深
さ
と
は
地
表
か
ら
井
戸
水
｝
圓
ま
、
て
の
長
さ
、
て
あ
る
。

亙

高
野
川
、
鴨
川
三
角
地
帯

　
本
地
麗
の
略
々
申
央
を
流
れ
る
泉
川
流
域
は
地
形
最
も
低
く
、
そ

の
欝
欝
の
鴨
川
、
高
野
川
方
面
に
向
っ
て
各
々
高
さ
を
増
し
て
い

る
。
こ
の
地
形
的
〃
差
異
は
恐
ら
く
、
上
石
爾
…
珂
．
川
の
十
ご
砂
堆
就
似
程
鄭
礎
如

侮
に
間
る
も
の
ぞ
あ
ら
う
。
如
何
と
な
れ
ば
申
央
の
低
地
帯
は
爾
川

の
土
砂
堆
積
量
が
極
め
て
誓
い
が
、
爾
河
川
に
擾
翻
す
る
に
從
っ
て

そ
の
量
を
増
し
、
申
央
低
地
帯
は
粘
土
又
は
泥
質
砂
土
が
卓
越
す
る

か
ら
ぞ
あ
る
。
こ
の
地
形
、
地
質
的
の
栢
違
は
直
接
地
下
水
に
關
係

し
、
井
深
、
水
深
に
影
響
し
て
．
み
る
。
井
深
は
鴨
川
畔
に
於
い
て
五

米
乃
至
七
米
、
高
野
川
畔
は
四
、
五
米
で
あ
る
が
、
中
央
低
地
帯
は

｝、

�
ﾄ
以
下
の
淺
井
地
帯
で
あ
る
。

　
上
賀
茂
方
面
も
「
般
に
淺
兆
地
帯
ぞ
多
く
は
こ
、
一
二
米
程
度
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

（　gAr）　）
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る
。
こ
の
方
面
の
地
質
は
明
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
砂
利
暦
寡
少
地

帯
ぞ
あ
ら
う
。
上
賀
茂
は
現
在
鴨
川
に
接
近
す
る
か
ら
、
そ
の
土
砂

堆
積
地
帯
で
あ
る
や
に
考
え
ら
れ
る
。
然
し
鴨
川
は
早
安
蓬
都
以
前

に
於
い
て
は
、
上
賀
茂
附
近
か
ら
一
路
常
流
し
、
現
在
の
堀
川
筋
が

そ
の
薔
河
道
ぞ
あ
っ
た
ろ
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
果
し
て
然
り

と
す
れ
ば
、
上
賀
茂
東
部
は
、
鴨
川
の
堆
積
作
用
に
關
係
が
寡
な
か

っ
た
も
め
と
弄
わ
れ
る
。
最
近
の
鴨
川
敢
修
工
寓
賢
君
以
前
に
於
い

て
は
、
上
賀
茂
、
下
鴨
聞
は
右
岸
の
み
堤
防
が
あ
っ
て
、
左
岸
に
は

全
く
な
か
っ
た
。
之
を
見
て
も
鴨
川
が
、
そ
の
左
岸
に
堆
積
し
た
砂

利
の
量
は
惹
く
、
從
っ
て
上
賀
茂
方
面
は
砂
利
暦
寡
小
地
帯
ぞ
あ
ろ

う
と
見
る
論
櫨
の
」
傍
誼
と
で
も
言
え
よ
う
。
上
賀
茂
方
面
が
．
溜
井

地
帯
で
あ
る
他
の
一
因
は
、
こ
の
方
面
に
鴨
川
の
水
を
引
く
用
水
路

の
存
在
に
關
係
あ
、
る
も
の
と
も
田
心
わ
れ
る
。

2

高
野
川
、
畦
川
左
岸
地
帯

　
｝
條
寺
、
山
…
端
．
・
万
面
の
由
蘭
…
野
川
左
…
斥
地
畑
欝
の
井
戸
は
一
般
に
深
く

一
数
米
に
痛
貢
す
る
。
士
戸
田
、
聖
護
院
、
，
岡
　
崎
、
里
…
谷
、
照
葎
土
寺
方
面
の

由
口
田
山
周
遇
地
帯
は
所
に
よ
つ
て
深
・
琵
の
壬
左
が
瓶
［
め
て
｛
者
し
い
。
そ

　
　
　
　
京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
薩
水
蝿
的
研
究
（
吉
碑
）

の
深
井
地
帯
・
は
坐
口
田
山
西
港
四
及
び
里
…
谷
の
一
部
ぞ
、
｛
甲
に
は
・
四
坐
小
を

」
越
え
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ザ
は
洪
積
躊
の
M
深
非
刈
地
瞥
・
に
一
鶴
す
る
払
ら

ぞ
あ
る
ゆ
概
し
て
東
大
路
以
東
は
四
i
六
米
の
深
井
が
多
い
が
、
以

四
は
三
、
四
米
に
過
ぎ
な
い
。
丸
太
町
護
り
以
甫
は
大
部
分
三
米
襲

ぞ
あ
る
が
、
建
仁
寺
附
近
に
四
、
五
米
の
も
の
が
若
干
見
ら
れ
る
他

は
全
域
殆
ん
ど
同
　
井
深
で
あ
る
。
吉
田
山
南
麓
、
岡
崎
、
聖
護
院

方
面
は
一
般
に
淺
く
、
特
に
亭
安
聯
宮
か
ら
丸
太
町
線
に
沿
う
て
岡

崎
天
王
町
に
至
る
地
盤
、
及
び
羅
安
神
宮
か
ら
北
東
澤
土
寺
方
面
｝

帯
・
は
、
　
「
米
未
嚇
棚
の
淺
非
「
地
帯
ノ
」
地
下
ふ
ハ
位
は
撤
一
め
て
｛
尚
い
。
叉
岡
四

面
一
帯
・
、
南
…
欄
碑
出
V
の
一
部
門
｛
果
・
単
路
以
東
冷
甲
泉
涌
　
り
仁
王
門
U
闇
悶
は
一

レ
石
蔵
で
あ
る
。

　
鹿
ヶ
馬
方
颪
も
所
に
よ
っ
て
深
・
淺
の
慶
を
大
い
に
異
に
し
て
い

る
。
白
…
川
筋
は
概
し
て
、
淺
く
、
　
「
、
　
二
米
．
て
自
［
川
等
の
影
　
響
で
堀
下

水
が
高
い
が
、
山
麗
ヶ
谷
山
驚
…
地
回
・
は
深
く
五
、
六
米
の
所
も
あ
る
。

七
條
東
山
以
甫
は
大
部
分
一
米
内
外
ぞ
一
般
に
水
質
悪
く
水
量
亦
十

分
と
は
言
い
難
い
0

　
　
　
3
　
今
出
川
通
リ
以
北
地
帯
（
大
宮
、
紫
竹
、
小

　
　
　
　
　
山
、
鞍
馬
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
．
　
　
五
七

（ろ7）



　
　
　
・
京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
醗
水
學
的
研
究
（
書
環
）

・
鞍
馬
に
通
り
以
北
の
等
深
線
は
略
々
南
北
に
走
り
、
申
央
部
が
淺

井
地
帯
・
ぞ
東
酉
爾
側
部
に
深
井
地
瞥
が
在
る
。
即
ち
中
央
淺
井
地
帯

は
一
一
二
・
五
米
に
過
ぎ
な
い
が
、
鴨
川
畔
は
四
、
五
米
、
紫
竹
方

颪
は
五
、
六
米
、
大
宮
頭
の
薔
御
土
居
附
近
に
至
る
と
、
更
に
深
く

螺怖

ﾉ
は
十
米
を
」
越
え
る
も
の
“
も
あ
る
。
之
の
附
近
も
洪
積
盛
地
の
深

非
唱
瑠
帯
ぞ
あ
る
。
こ
の
申
央
淺
井
地
帯
・
は
、
ト
順
守
非
戊
臨
呂
前
橋
附
近
か

ら
母
艦
堀
川
通
り
を
美
心
に
南
北
に
連
り
、
更
に
南
方
に
延
長
し
て

堀
川
筋
に
蓮
績
す
る
。
堀
川
通
り
に
添
う
て
元
壌
小
川
が
流
れ
て
い

だ
か
ら
、
附
近
の
地
下
水
が
こ
の
線
に
集
鰍
す
る
か
ら
、
自
然
地
下

水
位
が
上
昇
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鞍
馬
口
通
り
以
南
…
は
東
西
共
に
そ
の
深
さ
が
日
々
等
し
く
三
一
五

米
で
あ
る
。
然
し
鴨
川
右
岸
及
び
今
出
川
通
り
は
一
般
に
深
く
時
に

十
米
以
上
の
も
の
も
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
工
場
用
の
特
殊
井
戸
で
あ

っ
た
。

4

西
陣
、
御
所
方
面
深
井
地
帯

　
西
陣
方
薬
か
ら
相
学
寺
、
御
所
に
至
る
一
帯
は
京
都
に
於
け
る
最

深
井
地
帯
で
あ
る
。
西
陣
方
薗
は
洪
積
厨
の
要
地
に
し
て
、
洪
積
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
入

特
有
の
深
井
地
帯
を
出
現
し
て
い
る
。
曾
て
試
み
ら
れ
た
聚
町
回
墨

狡
の
ボ
ー
レ
ン
グ
の
結
果
に
よ
っ
て
最
も
多
量
の
水
量
を
含
む
も
の

・
と
見
る
べ
き
滞
水
暦
は
、
地
下
百
七
十
九
尺
乃
至
百
八
十
三
尺
の
間

に
み
仕
る
事
が
明
か
に
占
な
っ
た
。
今
回
の
調
革
晶
に
於
て
電
氣
測
深
注
を

憲
難
し
た
の
は
こ
の
方
面
の
み
で
め
っ
た
。
西
陣
蔓
地
に
つ
い
で
相

函
寺
よ
り
御
所
方
面
が
深
く
、
そ
の
七
米
等
深
線
は
竹
屋
町
逓
り
附

近
ま
で
及
ん
で
い
る
。
伺
七
米
線
は
四
方
に
細
長
く
屈
曲
を
描
い
て

千
木
掌
り
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
深
井
地
幣
は
「
般
に
地
下
六
豊

富
に
し
て
そ
の
水
質
亦
良
好
で
あ
る
。

5

今
出
川
通
リ
以
南
堀
川
以
東
地
帯

　
十
帯
地
晶
轡
は
蕗
4
・
の
御
　
所
「
、
西
陣
方
面
、
深
井
地
軸
布
に
績
く
京
都
⊥
巾

の
深
井
地
帯
ぞ
あ
り
良
水
地
帯
ぞ
あ
る
。
そ
の
五
米
の
等
深
線
は
南

方
佛
光
寺
通
り
ま
で
、
四
米
線
は
六
條
通
り
ま
ぞ
、
一
二
米
線
は
八
條

通
り
遜
ま
ぞ
及
び
東
寺
以
南
は
三
米
以
下
と
順
次
南
方
に
至
る
に
從

い
深
さ
を
逓
減
し
て
い
る
。
叉
堀
川
沿
岸
は
三
、
四
米
の
も
の
が
多

く
、
西
本
願
寺
附
近
か
ら
三
酉
に
向
っ
て
は
二
米
匿
に
低
下
し
、
同

額
慶
の
鴨
川
筋
叉
は
申
央
高
燥
地
帯
・
に
比
較
す
れ
ば
遙
か
に
そ
の
深

（　，o’s　）



度
を
減
じ
て
い
る
。

6

掘
川
以
西
、
今
出
川
蓮
リ
以
南
地
帯

　
西
陣
蟻
地
桶
床
井
住
職
・
の
南
餌
に
仙
山
く
部
分
は
そ
の
語
派
ハ
を
う
け
深

さ
六
．
七
米
に
も
達
ず
る
が
、
こ
れ
か
ら
南
下
す
る
に
從
っ
て
そ
の

深
庚
を
蓬
減
す
る
事
、
第
・
5
の
地
帯
に
類
似
し
て
み
る
。
即
ち
四
米

線
は
丸
太
町
堀
川
邊
「
か
ら
北
西
に
上
り
、
　
千
本
丸
太
町
附
近
に
至

り
、
冨
ん
に
北
西
に
進
ん
ノ
」
北
野
．
遍
羅
「
附
近
に
及
ん
一
で
い
る
。
こ
の
地

熊雷

ﾍ
洪
積
麟
の
轟
木
一
連
か
叉
は
砂
利
臓
欄
地
帯
・
．
て
「
般
に
再
｛
永
地
帯
に
旗
門

す
ろ
。
然
う
に
，
　
へ
膿
禽
竜
冷
寒
爾
は
こ
れ
ど
趣
を
異
に
し
、
局
部
的

に
は
良
永
地
帯
が
散
在
ナ
る
が
、
　
｝
般
に
餓
下
水
極
め
て
高
く
、
水

量
少
く
、
水
質
亦
不
良
で
あ
る
。

　
二
條
城
附
近
は
深
翁
面
井
の
交
錯
す
る
地
帯
で
あ
る
。
即
ち
城
の

北
東
部
は
四
米
以
上
で
、
待
賢
小
五
雲
等
は
砂
礫
躊
の
最
良
六
堆
帯

ぞ
あ
る
が
、
城
の
直
方
が
ら
南
方
に
か
け
て
は
、
　
｝
米
未
満
の
淺
井

地
晶
群
で
井
永
万
酬
A
・
山
民
、
そ
の
痩
績
は
山
開
西
壬
生
、
四
諦
臨
力
面
に
及
ん

ぞ
い
る
。
但
し
二
傑
城
の
爾
、
融
泉
苑
附
近
か
ら
堀
川
右
岸
地
匿
は

謎
々
深
度
が
大
ぞ
二
米
彊
に
達
し
て
い
る
。
四
條
大
宮
附
近
か
ら
壬

　
　
　
　
京
都
霧
に
於
け
る
地
下
水
の
饒
水
羅
的
研
究
（
吉
瞬
）

生
寺
附
近
、
中
堂
寺
、
朱
後
方
颪
に
引
く
｝
線
以
東
は
三
米
以
上
に

し
て
、
水
量
水
質
共
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
殊
に
乾
小
學
狡
東

山万

ﾉ
は
士
同
く
か
ら
直
心
這
紫
家
が
川
π
わ
れ
〃
殴
凶
民
地
下
水
の
｛
仔
在
を
物
甑
叩
っ

て
い
る
。
南
方
島
原
鵡
力
颪
に
も
亦
優
良
な
も
の
が
あ
る
。
三
米
の
慧
丁

一跨

?
は
昆
原
、
朱
雀
【
を
含
み
舌
状
に
禽
…
・
万
に
長
く
突
出
し
て
い
る
。

7

干
本
蓮
り
以
西
右
京
地
蕃

　
奮
亭
安
山
黒
の
出
石
京
耳
蝉
は
∴
人
部
瓜
刀
一
米
み
木
Ψ
翔
の
淺
肱
升
地
幣
ノ
」
あ

る
。
稗
に
繊
、
蓮
山
陰
線
以
爾
は
淺
井
不
良
水
地
瞥
、
就
中
餌
院
、
西

ノ
京
＋
曲
面
は
そ
の
代
幽
数
的
な
も
の
．
て
あ
る
Q
但
し
・
て
の
｛
隅
｝
刀
申
堂

寺
、
朱
雀
、
酋
七
癖
、
川
勝
寺
等
は
之
と
無
情
を
異
に
し
三
米
内
外

の
深
さ
で
桃
梢
々
見
る
べ
き
一
も
の
が
あ
る
Q
こ
の
荊
力
面
は
地
下
一
擁
水
が

各
所
に
蹴
叡
在
し
指
口
來
弗
斤
裁
　
堵
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
引
力
面
の
一
㍑
水

底
・
在
の
理
」
田
を
考
秘
跡
す
る
に
、
地
形
偲
鷺
斜
が
帰
一
め
て
小
で
あ
り
、
粘
…

土
中
ハ
紬
砂
又
は
粘
土
の
如
き
不
透
水
履
か
ら
成
り
、
　
搬
下
元
の
傾
熔
斜

も
亦
極
め
て
小
ぞ
あ
る
。
即
ち
東
水
傾
斜
も
透
水
係
数
も
小
さ
い
か

ら
．
排
水
が
不
良
に
な
る
と
共
に
高
説
部
か
め
帯
六
天
を
三
つ
三
蹴

下
す
る
地
下
水
は
こ
の
低
地
帯
に
象
る
と
、
上
部
の
粘
土
層
に
滲
透

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

（59）



　
　
　
　
京
都
市
に
於
け
る
地
下
水
の
陸
水
學
的
研
究
（
吉
田
）
、

し
て
自
然
に
湧
出
す
る
爲
ぞ
あ
ろ
う
。

　
　
　

　
　
三
水
　
　
　
深

　
　
r

　
　
　
1
　
高
野
川
、
乱
川
三
角
地
帯

　
上
賀
茂
附
近
は
概
し
て
永
深
重
く
、
　
｝
一
…
・
五
米
、
金
物
團
附

近
は
更
に
緩
い
。
北
大
路
通
以
南
の
三
角
地
帯
は
寳
料
が
塞
く
稽
々

明
瞭
を
歓
く
が
、
中
央
部
は
こ
i
三
米
、
鴨
川
畔
は
一
・
五
米
内
外

で
あ
る
。
北
大
路
，
通
り
以
北
は
｝
般
に
深
く
、
洛
北
申
學
校
前
の
大

道
を
中
心
と
し
て
そ
の
西
側
は
四
米
以
上
、
．
所
に
よ
つ
て
は
六
米
を

超
え
る
所
も
あ
る
。
松
ヶ
崎
山
力
面
も
、
　
｝
二
の
例
を
除
い
て
．
は
水
深

大
ぞ
あ
っ
て
山
彦
馳
に
は
七
米
以
上
の
も
の
も
あ
る
Q

　
　
　
2
、
高
野
川
、
鴨
川
左
岸
地
帯

　
寓
野
川
左
岸
地
帯
は
水
深
極
め
て
不
同
に
し
て
、
昌
山
端
の
甫
都
、
て

は
｝
米
一
内
外
　
、
｛
胴
部
；
飛
川
守
の
心
尚
野
．
川
添
で
は
四
、
五
米
に
ゆ
癌
す
る

所
も
あ
る
。

　
吉
田
山
周
邊
は
水
深
も
複
離
で
あ
る
。
一
米
以
下
の
淺
六
地
匿
は

吉
田
山
西
方
の
平
地
ぞ
、
大
学
東
大
路
通
り
は
そ
の
境
界
線
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

い
る
。
こ
の
地
匿
は
更
に
甫
方
鴨
川
左
岸
地
帯
に
癖
倒
し
、
市
内
に

於
け
る
淺
水
地
瞥
・
を
四
域
し
て
い
る
。
伺
こ
の
淺
旧
地
替
は
熊
野
聯

て
蹴
附
近
か
ら
誓
三
高
附
近
を
経
て
吉
田
藤
肚
近
く
ま
で
舌
状
に
突

入
し
て
ゐ
惹
。
吉
田
山
の
山
麓
地
帯
は
概
し
て
水
深
大
で
、
薫
米
以

上
の
も
の
が
多
く
、
就
申
黒
谷
や
士
口
田
紳
置
■
境
内
の
も
の
は
八
米
以

ト
エ
ー
米
の
に
凱
煙
え
る
も
の
さ
え
あ
り
、
一
更
に
古
…
方
｛
泉
山
∵
山
麓
地
騰
の
も

の
も
、
大
磯
之
に
類
似
し
て
い
る
。

　
　
　
3
北
大
路
以
南
堀
川
鴨
川
間

　
本
地
帯
の
水
深
は
大
騰
　
米
町
以
内
．
て
そ
の
範
囲
も
廣
い
。
但
し

今
出
川
遜
以
北
の
鴨
川
、
鳥
丸
間
は
二
・
三
米
、
烏
丸
蛸
楽
師
附
近
は

二
米
を
超
え
る
等
一
、
二
の
例
外
は
あ
る
。
本
地
置
は
市
内
に
於
け

る
深
井
地
帯
・
ぞ
あ
り
、
永
量
豊
富
一
曲
亦
良
好
．
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
水

深
も
相
當
の
も
の
と
豫
測
し
で
い
た
。
然
る
に
∵
賀
測
の
結
果
水
深
は

案
外
淺
い
享
が
甥
が
に
な
っ
た
。
從
來
市
融
の
井
戸
は
年
々
一
、
二

寸
位
低
下
の
兆
候
が
あ
め
、
待
に
慮
じ
て
所
謂
二
軍
を
施
し
そ
の
永

深
を
保
持
し
て
以
た
。
然
る
に
上
永
道
敷
設
以
降
殆
ん
ど
井
戸
水
を

使
銅
す
る
事
が
着
く
、
從
っ
て
脚
立
掘
を
す
る
｛
帯
も
拗
伊
く
な
つ
允
の
ノ
」

C60）
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京
都
市
に
於
げ
る
地
下
水
の
蕪
水
雄
約
研
究
（
吉
瞬
）

井
慶
に
土
砂
等
が
堆
積
し
た
事
が
そ
の
一
因
で
あ
る
。
又
近
年
鴨
川

改
修
工
纂
に
よ
る
河
床
砧
謝
一
米
の
低
下
は
河
騨
－
地
“
蕾
に
於
け
る
井
訪
爪

．
口
供
下
の
肌
堰
あ
へ
原
酒
伽
で
あ
ろ
う
。

壌

堀
川
以
西
地
帯

　
こ
の
地
懸
留
は
井
戸
の
深
さ
と
筒
癖
…
、
北
部
西
陣
轟
晶
地
の
深
水
地
帯

と
、
購
部
の
淺
水
地
蜘
布
と
に
分
け
ら
れ
る
。
酋
隙
∵
毫
地
は
山
婁
々
鰯
れ

た
遜
り
、
京
都
に
於
け
る
深
井
地
厚
布
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
永
深
も
ナ
一

で
麟
米
線
は
赫
々
書
置
遵
地
の
範
幽
と
一
致
し
て
語
る
。
地
域
的
に

穣
討
す
る
と
、
濫
用
右
岸
の
う
ち
、
丸
太
町
通
以
常
は
千
本
通
を
境
と

し
て
東
．
西
爾
地
帯
は
多
少
異
る
。
即
ち
千
本
通
以
北
の
誓
干
潮
京
左

京
は
第
3
匿
の
淺
水
地
瞥
の
三
軸
襖
に
啓
国
り
一
栄
以
下
、
所
に
よ
っ
て

二
米
以
下
の
も
の
が
多
い
。
特
に
そ
の
｛
嗣
方
は
「
米
未
漏
の
も
の
が

大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
千
本
逓
以
、
西
は
二
米
以
上
の
も
の
が
多
く

稀
，
に
は
十
米
に
溝
嵩
ず
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
鋳
符
に
潔
　
水
井
は
多
く
工

場
、
器
量
等
の
．
用
水
井
戸
と
し
て
近
時
開
墾
さ
れ
た
も
の
ぞ
あ
っ

て
、
醤
來
よ
り
の
個
人
井
戸
は
こ
、
三
米
の
も
の
が
大
部
分
ノ
」
あ
っ

た
。
但
し
｝
米
未
浦
の
も
の
も
多
く
、
そ
の
水
質
ほ
不
良
で
、
季
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

的…

ﾉ
六
両
目
綴
く
化
が
極
め
て
・
穴
な
る
事
が
怖
七
の
糠
円
鋤
臥
で
あ
る
。
由
ノ
内
U

小
息
校
の
井
戸
等
は
水
臨
ま
で
の
深
さ
二
十
五
尺
、
表
庭
ま
で
灰
色

粘
土
．
て
、
水
質
汚
濁
し
、
飲
料
氷
と
し
て
は
勿
論
不
適
で
注
ぐ
濾
遜

し
て
難
用
六
に
供
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
四
七
條
、
唐
橋
、
八
條
方

面
も
之
と
大
岡
小
異
で
濾
過
用
水
地
帯
で
あ
る
。

四
　
結

紘百槻

　
凡
そ
地
下
水
の
量
、
三
等
は
地
形
、
地
質
、
煎
餅
等
に
密
接
な
關

係
が
あ
る
。
鴨
規
、
堀
川
間
0
良
計
地
帯
は
砂
利
麿
で
あ
ろ
が
、
そ

れ
に
績
く
四
斥
力
の
帖
鞭
寄
口
欝
よ
塾
．
溜
る
綾
凄
愴
斜
地
畑
咽
は
不
良
六
地
忽
喋
て

二
軍
の
聞
に
著
し
い
劃
照
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
地
形
、
地

質
の
相
一
蓮
に
基
く
…
州
民
．
て
あ
る
。
、

　
こ
の
自
回
辣
｛
の
晶
愛
は
人
実
上
に
於
い
て
も
著
し
い
影
鐡
繭
を
翫
ハ
え
て
い

る
、
、
曲
即
ち
羅
安
轟
尿
の
《
已
降
が
早
～
、
慶
感
戯
し
、
…
隊
ら
左
謝
訟
訴
面
へ
輯
役
展
し

た
の
は
、
自
然
環
境
の
不
良
地
帯
か
ら
、
優
艮
地
帯
へ
の
人
間
自
然
の

移
動
。
て
あ
る
。
あ
石
京
地
匿
の
白
H
獄
描
環
遮
呪
は
導
安
価
斑
都
以
～
前
か
ら
今
・
日

ま
。
て
大
剛
霊
な
い
姿
で
あ
ろ
う
O
そ
し
て
李
燦
畑
野
は
そ
の
自
然
的
不
良

躍…

ｫ
の
・
甲
に
．
醒
取
て
都
｛
城
を
鵠
魁
畑
野
せ
ら
れ
た
も
の
ノ
」
あ
ろ
う
。
土
↓
不
工

（　6L）　）



｛
畢
の
幼
稚
な
往
時
に
於
い
て
は
趣
自
然
に
順
癒
す
る
他
は
な
く
、
途

に
購
燃
滅
し
｝
鵬
來
長
く
田
關
糊
と
化
し
た
も
の
と
解
門
ぜ
「
ら
れ
る
。
域
内
に

立
地
す
る
若
干
の
農
村
豪
佃
洛
は
水
に
不
足
し
水
に
懐
ま
さ
れ
な
が

ら
、
地
下
深
く
埋
る
良
質
豊
富
な
地
下
水
を
積
極
的
に
開
巻
す
る
事

な
く
自
製
に
依
存
し
て
來
た
。
然
し
近
代
工
業
が
立
地
す
る
に
及
ん

で
、
下
暦
…
部
の
良
質
地
下
永
を
開
饗
し
、
工
業
隠
題
と
し
て
千
鯨
年

　
の
後
「
再
び
形
の
轍
三
つ
た
都
申
甲
風
凧
脇
槻
を
出
現
し
つ
つ
あ
あ
。
そ
の
他
こ

　
の
結
…
土
層
の
中
に
も
所
「
々
砂
書
一
層
が
あ
り
｛
民
…
質
地
下
呂
爪
の
一
製
出
が
団
兄

，
ら
れ
る
。
東
寺
が
千
蝕
年
の
法
椿
臓
を
績
け
て
い
る
の
も
、
叉
太
丁
願
寺

中
心
の
寺
内
町
の
側
石
も
．
　
或
は
二
業
城
や
島
原
傾
城
町
の
建
設

　
も
、
こ
の
種
の
地
下
永
の
存
在
が
立
地
の
根
本
條
件
で
あ
ろ
う
。
湧

r
水
は
右
京
地
匿
を
灘
澤
地
化
す
み
悪
條
件
で
も
あ
る
が
、
湧
水
を
利

用
し
て
芹
、
　
蓮
、
　
く
わ
い
等
を
栽
増
し
て
い
る
。
　
特
に
芹
は
湧
水

　
利
田
川
の
野
瀞
朱
と
し
。
て
卒
安
悪
都
以
前
か
昼
栽
増
せ
ら
れ
た
よ
う
で
鴨

　
右
京
屡
減
後
は
芹
の
名
所
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
た
。
叉
紙
屋
川
流

　
域
の
湧
水
は
古
來
大
峰
登
山
の
行
者
達
が
齋
．
減
沐
浴
す
る
信
仰
　
水
と

　
な
っ
て
い
る
等
何
れ
も
粘
土
暦
中
に
局
部
的
に
存
在
す
る
砂
利
暦
か

　
ら
…
甥
出
す
る
も
の
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
京
都
南
に
於
け
る
地
下
水
の
陸
永
罐
的
研
究
〆
吉
碑
）

　
粧
嵐
來
の
井
胃
ノ
水
の
｛
衛
生
的
見
地
か
ら
一
搾
れ
ば
異
論
も
あ
ろ
ヶ
。
然

し
そ
の
多
く
は
井
戸
の
深
さ
、
關
凹
墜
の
技
術
、
揚
水
設
備
…
、
非
”
戸
周

避
の
状
熊
蝉
の
不
完
全
か
ら
悟
る
も
の
で
、
正
常
な
地
下
水
は
決
し

て
不
衛
生
的
な
も
の
。
て
な
い
。
　
寧
ろ
上
水
道
の
及
ば
ぬ
特
質
が
あ

り
、
家
庭
用
、
工
業
用
、
防
火
、
瀧
挙
用
と
し
て
そ
の
用
途
は
極
め

て
庸
…
い
Q
故
に
｝
轡
來
の
不
輔
⑳
黙
を
改
良
し
、
節
黒
ず
的
な
紺
利
用
を
螂
講

ず
れ
ば
衛
生
開
題
の
大
牟
解
決
す
る
。
て
あ
ろ
う
。
更
に
都
市
膨
脹
、

エ
楓
吻
、
官
公
報
償
、
墨
・
校
紳
寺
の
建
制
訊
鑑
り
本
雷
甲
都
市
計
一
嵩
ト
｛
雷
凱
十
ひ
な
幽
思
鞭
貌

を
持
つ
も
の
。
て
あ
る
。

　
今
回
の
地
下
水
調
査
は
完
訳
と
意
言
い
難
い
が
、
此
等
諸
方
画
に

若
干
の
示
唆
を
震
え
る
贅
論
と
も
な
れ
ば
常
夏
の
室
襲
下
に
よ
く
苦

難
に
耐
え
、
調
査
に
凝
念
し
た
地
理
科
湿
生
も
定
め
て
満
…
足
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
ぼ
稿
）

六
三

（　63　）


